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「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

の
で
す
。
加
藤
瑞
斎
が
清
書
し
て
、
天
保
１２
年
完

成
し
た
原
稿
を
天
保
１５
年
に
名
古
屋
の
菱
屋
久
兵

衛
と
菱
屋
久
八
郎
が
共
同
出
版
し
ま
し
た
。
後
編

は
岡
田
文
園
・
野
口
梅
居
の
原
稿
に
小
田
切
春
江

が
絵
を
描
き
、
文
章
を
補
訂
し
て
、
明
治
１３
年
に

愛
知
県
が
出
版
し
ま
し
た
。

　
前
編
に
は
愛
知
郡
・
知
多
郡
・
海
東
郡
・
海
西
郡
に

つ
い
て
書
か
れ
、
後
編
に
は
中
島
郡
・
春
日
井
郡
・

葉
栗
郡
・
丹
羽
郡
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
千

三
〇
〇
余
の
項
目
の
う
ち
、
神
社
・
仏
閣
、城
跡
な

ど
が
数
多
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私

た
ち
が
よ
く
繙
き
、
引
用
す
る
の
は
後
編
に
な
り

ま
す
。

　
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
『
尾
張
名
所
図

会
』
の
挿
図
は
、
や
は
り
「
一
之
宮
馬
之
頭
」・「
桃

花
會
」
N
と
「
一
宮
月
並
市
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
名
所
・
旧
跡
の
解
説
に
合
わ
せ
て
描
か
れ

た
と
い
い
な
が
ら
も
、
生
き
生
き
と
描
か
れ
た
人
々

の
姿
は
、
往
時
の
賑
わ
い
を
彷
彿
と
さ
せ
ま
す
。

そ
し
て
、
現
在
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

や
、
姿
を
変
え
て
し
ま
っ
た
も
の
、
あ
る
い
は
延
々

と
続
く
も
の
な
ど
、
歴
史
的
に
興
味
深
い
情
報
も

た
く
さ
ん
提
供
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
毛
受
村
の
猿
廻
し
」
O
。
名
古
屋
城

三
の
丸
の
厩
や
屋
敷
方
の
厩
の
祈
祷
を
し
て
い
た

猿
廻
し
が
、
毛
受
村
に
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
旅
行
に
出
か
け
る
際
、
私
た
ち
は
本
屋
さ
ん
で

何
種
類
も
あ
る
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
吟
味
し
ま

す
。
そ
こ
に
は
、
名
所
・
旧
跡
だ
け
で
な
く
旅
館

や
ホ
テ
ル
、
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
多
種
多
様
な
情

報
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
江
戸
時
代
の
人
々
は
ど
う
だ
っ
た
か
と

い
う
と
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
「
名
所
図
会
」
と

つ
く
書
物
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。『
東
海

道
名
所
図
会
』・『
木
曽
路
名
所
図
会
』・『
江
戸
名
所

図
会
』
な
ど
、
寺
院
や
神
社
の
由
来
や
見
ど
こ
ろ
、

名
産
品
な
ど
を
平
易
に
絵
を
挿
入
し
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
宮
市
域
を
含
む
尾
張
を
紹

介
し
て
い
る
の
が
『
尾
張
名
所
図
会
』
で
す
。

　
『
尾
張
名
所
図
会
』
は
、
前
編
・
後
編
・
附
録
か

ら
な
る
書
物
で
、
前
編
は
小
田
切
春
江
が
絵
を
描

き
、
岡
田
文
園
・
野
口
梅
居
が
文
章
を
書
い
た
も

江
戸
時
代
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

『
尾
張
名
所
図
会
』と
は

『
尾
張
名
所
図
会
』に
描
か
れ
た
風
景
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『
尾
張
名
所
図
会
』を
訪
ね
る

　
続
く
「
苅
安
賀
全
図
」
P
で
は
、
浅
井
氏
の
居

城
が
あ
っ
た
高
ま
り
や
、
村
の
中
央
を
流
れ
る
川
、

巡
見
街
道
の
両
側
に
続
く
家
並
が
俯
瞰
し
て
描
か

れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
西
尾
張
中
央
道
・
東
海

北
陸
自
動
車
道
が
南
北
に
縦
断
し
、
東
西
に
続
く

街
道
の
町
並
み
の
風
情
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
博
物
館
に
隣
接
す
る
妙
興
寺
も
三
枚
の
挿

図
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
、
土
塁
が
築
か

れ
、
い
く
つ
も
の
塔
頭
に
囲
ま
れ
た
広
大
な
姿
で

す
。「
妙
興
寺
霊
宝
弘
通
の
略
図
」
Q
で
は
、
重
要

文
化
財
の
「
足
利
義
教
像
」
や
県
指
定
文
化
財
「
大

応
国
師
袈
裟
」
な
ど
現
在
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
文

化
財
が
陳
列
さ
れ
、
人
々
が
拝
観
す
る
風
景
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

　
紹
介
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
名
所
が
書
か
れ
て
い

る
中
で
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
承
を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
地
域
で
守
ら
れ
て
い
る
大
き
な
杉
の
木

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
浅
井
町
河
端
の
河
俣
上

神
社
に
あ
る
神
杉
と
も
巨
杉
と
も
呼
ば
れ
た
大
杉

で
す
。（
表
紙
の
写
真
）『
尾
張
名
所
図
会
』
で
は

「
河
俣
上
天
神
社
」
R
と
し
て
社
殿
と
鳥
居
、
大
き

な
杉
と
道
行
く
旅
人
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。『
愛
知

県
伝
説
集
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
の
大
杉
に

は
、
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
杉
に
は
天

狗
が
棲
ん
で
い
て
、「
大
杉
の
下
を
通
る
と
、
天
狗

様
が
悪
い
こ
と
を
さ
っ
せ
る
と
い
か
ん
」
と
い
っ

て
西
海
戸
に
買
い
物
に
行
く
に
も
走
っ
て
行
っ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。
西
海
戸
ま
で
は
家
が
な
く
畑

や
夜
泣
き
に
効
く
と
あ
っ
て
、
蝋
燭
を
立
て
て
お
参

り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
火
や
落
雷
に
よ
る
火
災

で
木
の
一
部
は
燃
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
３４
年
の
伊
勢
湾
台
風
で
枯
死

し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
平
成
１９
年
に
地
元
の
み

な
さ
ん
が
覆
い
屋
を
つ
く
り
、
今
後
も
こ
の
木
と
伝

承
を
伝
え
て
い
く
努
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
紹
介
さ
れ
て
い
る
名
所
や
旧
跡
が
、
現
在
で
は

指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

大
和
町
戸
塚
の
七
ツ
石
や
明
地
に
あ
る
鞆
江
神
社

の
黒
松
並
木
な
ど
、『
尾
張
名
所
図
会
』
を
手
に
訪

れ
る
と
一
層
感
慨
深
い
も
の
で
す
。

　
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時
代
は
、
百
五
十
年
ほ
ど

遡
る
だ
け
で
つ
い
最
近
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、

風
景
は
変
化
し
、
人
々
の
姿
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
写
真
が
な
か
っ
た
頃
の
こ
れ
ら
の
絵
や
記

述
は
、
私
た
ち
に
伝
承
さ
れ
な
か
っ
た
情
報
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
貴
重
な
史
料
と
言
え
ま
す
。

※
河
俣
上
神
社
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
内
田
一
義
さ
ん
、

　
不
破
喜
久
夫
さ
ん
に
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

　
河
俣
上
神
社
小
島
幸
雄
宮
司
、
町
内
会
の
み
な
さ
ん
に
も
ご

　
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

※
参
考
文
献

　
○『
尾
張
史
料
の
お
も
し
ろ
さ
　
原
典
を
調
べ
る
』

　
　
平
成
１６
年
　
名
古
屋
市
博
物
館

　
○
安
藤
淑
江
「
『
尾
張
名
所
図
会
』
の
文
化
世
界
」

　
　『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
二
』
平
成
１５
年
　
清
文
堂
出
版

　
　
　
　
　
（
一
宮
市
博
物
館
　
学
芸
員
　
久
保
禎
子
）

り
、
夜

ば
か
り
で
、
神
社
に
は
大
木
と
木
々
が
繁繁
り

な
ど
は
真
っ
暗
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

か
し
「
大
「
大

杉
さ
ま
の
葉
を
貰
っ
て
布
団
の
下
に
入
れ
て
お
く

と
、
子
ど
も
の
夜
泣
き
が
止
ま
る
で
ナ
モ
」
と
信

じ
ら
れ
て
安
産
の
祈
願
に
参
詣
す
る
人
が
多
か
っ

た
と
、
昭
和
４７
年
に
書
か
れ
た
『
河
俣
上
神
社
由

緒
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
ひ
き
つ
け

尾
張
名
所
圖
會

宮

み
ょ
う
こ
う
じ

れ
い
ほ
う
ぐ
　つ
う

た
っ
ち
ゅ
う

ど
　る
い

じ
ゅ
ん
け
ん
か
い
ど
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
　か
ん

だ
い
　

お
う
こ
く
し
　
け
　
さ

あ
し
か
が
よ
し
の
り

か
わ
ま
た
か
み
て
ん
じ
ん
の
や
し
ろ

じ
ん
じ
ゃ

か
わ
ま
た
か
み

かわまたかみてんじんのやしろや

社R河俣上天神社R河 ê
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加入団体の紹介

加入団体の紹介 （洋画部門）ポピーの会（ポピーのかい）

（器楽部門）琴生流大正琴さつき会（きんせいりゅうたいしょうごとさつきかい）

ë
ア
ト
リ
エ
に
て

【問合せ先】木村　周子　A62－2438

　ポピーの会は、三輪清弘先生を講師に迎え７年

前に創設されました。現在の会員は18名で、毎

週水曜日に先生のご自宅のアトリエでご指導をい

ただいています。普段の教室では、水彩画、油彩

画、パステル画、アクリル画などいろいろな画法

を学ぶことができ、自分に合った画法を見つける

ことができます。

　先生の熱心なご指導のおかげで、昨年は東京、

名古屋、岐阜などの公募展や一宮市美術展にも出

品し、多くの会員が入賞を果たすことができまし

た。また、発表の場として、三岸節子記念美術館

にて毎年１回「ポピーの会展」を開催しています。

また、９月には旧尾西市中心のグループによる合

同展「尾西展」にも参加しています。特に合同展

では、他のグループの作品を鑑賞し、会員とも意

見を交換して交流を深め、良い勉強の場にもなっ

ています。

　他に、みんなで行くスケッチ旅行や美術館めぐ

り旅行も毎年計画しています。普段とは違う景色

を見ることや、普段見ることができない名作を鑑

賞することは、とても良い経験になり制作意欲が

更に沸いてきます。

　これからも、人と人との交流を大切にし、より

良い作品をめざして頑張っていきたいと思います。

ë
寺
澤
講
師
と
新
年
初
の
お
稽
古

【問合せ先】鶴　寿江美　A62－7883

　私達「琴生流大正琴さつき会」は、「地域に根

付いた文化活動に貢献し、人生の生き甲斐にする」

ことを目標に、旧尾西市にて平成２年５月から活

動が始まりました。「さつき会」という名前は、

旧尾西市の花である“サツキ”から付けました。

　現在は寺澤先生を講師に迎え、毎月第２、第４

土曜日の午前10時から午前11時30分まで尾西生

涯学習センターで楽しく稽古をしています。

　大正琴には数字譜という文字通り数字を使って

メロディーを書き表す楽譜があります。この楽譜

のおかげで、五線譜が苦手な人も簡単に読むこと

ができ、手軽に演奏することができます。

　毎年、秋には、尾西公民館文化祭や尾西芸能祭

に出演しています。他にも地域の婦人会、老人会

や病院などへ慰問活動に出かけます。

　演奏が終わった後に「ありがとう」と感謝の言

葉をもらうと、大変心が温かくなり、嬉しくなり

ます。大正琴という音楽を通じて、会員だけでは

なく演奏を聞いて下さった方々とも触れ合えるこ

とは、私達の生き甲斐になっています。

　皆さん、これからの人生に大正琴の音色をプラ

スしてみませんか。

　どうぞお気軽に声を掛けて下さい。一同、心よ

りお待ちしています。
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加入団体の紹介

加入団体の紹介

（邦楽部門）美友会（びゆうかい）

（俳句部門）ききょうの会（ききょうのかい）

ë
紅
葉
ま
つ
り
に
て

【問合せ先】松原　美鈴　A62－6195

　美友会は、箏曲の“美しさ”と“楽しさ”を心

と体で感じることを目標に、週１回、講師のご自

宅で練習をしながら活動しています。

　“お琴”と言うと「お金がかかる」「難しそう」

と思われる方が多くみえ、敬遠されがちですが、

そのような心配は要りません。美友会では、お琴

に触れて楽しむことが一番の目的なので“手軽に

行えること”と“続けていくこと”を大切にして

います。

　指先を使い、弦を弾いて奏でる箏曲の音は、心

に染みるような優しさだけではなく、強さも感じ

ることができます。「琴線に触れる」という言葉

にもあるように、弦の音色がひとつの曲になるこ

とで、皆様の心にある美しさや楽しさを感じる気

持ちを、お琴を通じて、より強く、深く感じてい

ただければと思っています。

　箏曲で弾く曲には伝統ある古典の曲はもちろん、

最近では流行の歌謡曲などの新曲もあり、様々な

曲を弾くことができます。

　お琴を始めることで、「色々な場所で、様々な方々

と弾いてみたい」などの素敵な目標も持つことも

できます。

　趣味を広げたい方も、本格的に始めたい方もぜ

ひお気軽にご連絡ください。お待ちしています。

ë
吟
行
会
の
折
、万
葉
公
園
に
て

【問合せ先】木村　たか　A45－0274

　ききょうの会の結成は昭和58年１月、一宮ス

ポーツ文化センターで「一宮市うるおい講座」と

して開催された俳句の講座がきっかけになり、講

座は終了しましたが、このまま解散してしまうの

は残念と有志を募り、立ち上げました。今は、毎

月第１、第３木曜日の午後１時から大志公民館に

て活動しています。

　毎回、各自５句を持ち寄り、研鑽を積み楽しい

時を過ごし、発表の場として、一宮市七夕祭りや

一宮市芸術祭の俳句大会に参加をし、毎年発刊さ

れている「いちのみや文芸」にも投稿しています。

また、創作意欲を高めるために年２回、外に出て

実作の勉強と親睦を深める吟行会も実施していま

す。

　日々の暮らしの中で、句材を求め言葉を大切に

して俳句を詠むと、今まではただ漠然と見えてい

た景色が、違ったものに見えてきます。また、俳

句を詠むことは脳の活性化にもつながり、健康に

も大変良いことだと思います。

　豊かな人生を送るため、俳句を始めてみません

か。俳句はお互いの気心も知ることができ、素晴

らしい友人を作ることもできると思います。

　是非一度、気軽に訪ねてみて下さい。お待ちし

ています。
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市
制
施
行　

周
年
記
念

９０

特
別
展
「
墨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
武
士
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
陣
羽
織
〜
」

日
時
e
４
月　

日
ª
〜
６
月
５
日
∂

２９

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
、
月
曜
日
が
休
日
の

場
合
は
翌
日
休
館
、以
下
同
じ
）

内
容
e
新
た
に
収
蔵
し
た
毛
織
物
コ
レ

　
　
　

ク
シ
ョ
ン
か
ら
、武
士
が
戦
場

　
　
　

で
の
装
い
と
し
て
華
を
競
っ
た

　
　
　

陣
羽
織
を
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
０
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

企
画
展
「
硯
こ
と
は
じ
め
」

日
時
e
６
月　

日
º
〜
７
月　

日
∂

１８

３１

　
　
　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

内
容
e
尾
張
・
美
濃
地
域
で
出
土
す
る

　
　
　

古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の

　
　
　

硯
を
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料
e
一　

般　

２
０
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

１
０
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

５
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

常
設
展
「
三
岸
節
子　

花
と
こ
と
ば
」

日
時
e
４
月
５
日
∏
〜
７
月　

日
¥　

１８

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

月
曜
休
館
）

内
容
e
生
涯
の
テ
ー
マ
と
し
た「
花
」の

　
　
　

作
品
を
画
家
の
思
い
を
記
し
た

　
　
　

言
葉
と
と
も
に
展
示
。

観
覧
料
e
一　

般　

３
２
０
円

　
　
　
　

高
大
生　

２
１
０
円

　
　
　
　

小
中
生　

１
１
０
円

※
市
内
小
中
生
・　

歳
以
上
無
料

６５

企
画
展
「
資
料
館
開
館　

周
年
記
念
企
画
展
」

25

日
時
e
４
月　

日
º
〜
５
月　

日
∂

２３

２９

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
入
館
は
午
後
４
時　

分
ま
で
、

３０

　
　
　

月
曜
、
５
月
６
日
ª
は
休
館
）

内
容
e　

周
年
を
迎
え
る
資
料
館
の
歩

２５

　
　
　

み
と
主
な
館
蔵
品
を
紹
介
。

観
覧
料
e
無
料

「
美
濃
路
探
訪
〜
春
・
尾
張
編
〜
」

日
時
e
５
月
８
日
∂

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

　
　
　

５
月　

日
∂

２２

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分　
３０

内
容
e
江
戸
時
代
の
街
道
美
濃
路
に
つ

　
　
　

い
て
、
歴
史
と
現
在
の
様
子
を

　
　
　

講
義
と
現
地
学
習
で
学
ぶ
講
座
。

申
込
み
e
応
募
期
間
中
に
資
料
館
へ
直

　
　
　
　

接
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
て
申

　
　
　
　

し
込
み
。

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（
４
５
）６
７
０
２

日
時
▼
４
月
９
日
º
・
５
月　

日
º
・

１４

　
　
　

６
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１１

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（
６
２
）４
６
５
４

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
６
月　

日
∂

１０

１２

　
　
　

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
真
清
短
歌
会
委
員
に
よ
り
実
作

《
市
お
よ
び
市
内
公
共
施
設
の
催
し
》

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』
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指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月　

日
∏　

午
前
９
時
〜

１０

行
先
▼
日
本
大
正
村（
岐
阜
県
恵
那
市
）
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
２
、５
０
０
円
（
食
事
つ
き
）

申
込
み
▼
４
月　

日
π
ま
で
に
事
務
局

２０

A（
８
４
）０
０
１
３
へ
連
絡

【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A（
８
７
）２
８
２
７

日
時
▼
５
月
８
日
∂　

午
前　

時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
一
宮
音
楽
家
協
会
会
員
に
よ
る

　
　
　

演
奏
会

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
民
俗
芸
能
連
盟
】

　

A（
７
３
）５
２
２
１

日
時
▼
４
月　

日
∂　

２４

会
場
▼
石
刀
神
社
（
今
伊
勢
町
馬
寄
）

内
容
▼
山
車
か
ら
く
り
・
献
馬

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
俳
句
教
室
】

　

A（
７
３
）５
５
０
４

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

２４

２２

　
　
　

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
３
句
を
一
宮
市
民
俳

　
　
　

句
教
室
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

日
時
▼
５
月　

日
∏　

午
前
９
時
〜

１７

行
先
▼
安
土
城
跡
（
滋
賀
県
近
江
八
幡

　
　
　

市
）
他

対
象
▼
ど
な
た
で
も

参
加
料
▼
２
、５
０
０
円（
食
事
付
き
）

申
込
み
▼
５
月　

日
∏
ま
で
に
事
務
局

１０

A（
８
４
）０
０
１
３
へ
連
絡

【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（
４
５
）８
０
４
５

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

２４

２２

　
　
　

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２６

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
一
宮

　
　
　

川
柳
社
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

　
　
　
（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課
】

　

A（
８
４
）０
０
１
３

日
時
▼
６
月
９
日
∫
〜　

日
∂

１２

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

　
　
　
（　

日
は
午
後
４
時　

分
ま
で
）

１２

３０

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
・
立
体
、

　
　
　

デ
ザ
イ
ン
、
工
芸
、
書
、
写
真

　
　
　

の
作
品
展
示

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

尾
張
も
め
ん
伝
承
会
】

　

A（
７
８
）１
５
３
０

日
時
▼
４
月　

日
∑
〜　

日
º

１８

２３

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
３０

会
場
▼
愛
知
県
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
昔
な
が
ら
の
技
法
で
織
り
上
げ

　
　
　

た
縞
木
綿
作
品
の
展
示

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
合
唱
協
会　

一
宮

マ
ザ
ー
ズ
・
エ
コ
ー
】

　

A（
６
８
）２
０
８
４

日
時
▼
３
月　

日
∂　
午
後
１
時　

分
〜

１３

３０

会
場
▼
稲
沢
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

　
　

月　

日
∏
〜　

日
∂
、
愛
知
県
美

１２

２１

２６

術
館
８
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に　

回
３５

愛
知
県
文
連
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
県
下
よ
り
多
数
の
作
品
が
応
募
さ
れ
、

２
８
５
作
品
が
入
賞
・
入
選
に
輝
き
ま

し
た
。
今
年
は
年
末
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
が
来
場
さ
れ
、
大

変
賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

本
協
会
か
ら
も
日
本
画
の
部
、
今
枝

由
惠
さ
ん
、
瀧　
　

美
さ
ん
、
洋
画
の

部
、
長
谷
川
千
代
子
さ
ん
、
山
田　

徹

さ
ん
、
米
津
美
代
子
さ
ん
が
入
選
さ
れ

ま
し
た
。

《
県
文
化
協
会
連
合
会
の
催
し
》
報
告

『
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』

『
市
民
川
柳
教
室
』

『
春
の
市
民
短
歌
吟
行
会
』

『
石
刀
ま
つ
り
』

愛
知
県
文
連
美
術
展

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
第
5
回
一
宮
新
総
合
美
術
展
』

『
コ
ッ
ト
ン
デ
ザ
イ
ン
展
』

『　

周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
』

４０

『
春
の
市
民
俳
句
吟
行
会
』
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特
別
展 
円
空
展

　

江
戸
時
代
初
期
、
全
国
を
巡
り
、

生
涯
に
約　

万
体
も
の
神
仏
像
を
作

１２

っ
た
と
い
わ
れ
る
円
空
（
１
６
３
２

―
１
６
９
５
）。
現
在
は
５
２
０
０

体
余
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。　　

　

５
月　

日
か
ら
７
月　

日
ま
で
開

２２

１１

催
し
た
特
別
展
で
は
、
一
宮
市
に
伝

わ
る
円
空
仏
と
愛
知
・
岐
阜
県
に
残

さ
れ
た
中
か
ら　

点
と
歴
史
資
料
を

７３

出
品
し
、
こ
の
地
方
に
残
る
円
空
の

作
品
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
慈
愛
に
満
ち
た
穏
や
か
な
像
、

ま
た
厳
し
さ
を
内
に
秘
め
た
激
し
い

表
情
の
像
な
ど
、
観
覧
さ
れ
た
人
々

を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。 

　

２
０
１
０

　
一
宮
美
術
作
家
新
展

　

８
月　

日
か
ら
９
月　

日
ま
で
、

２８

１２

一
宮
美
術
作
家
協
会
の　

人
の
会
員

５９

の
方
々
が
、
最
新
の
発
想
・
イ
メ
ー

ジ
で
制
作
さ
れ
た
作
品　

点
を
展
示

７３

し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
作
家
の
思
い
が
込
め

ら
れ
た
力
作
が
並
び
、
個
性
豊
か
な

作
風
を
ご
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

一
宮
写
真
協
会
選
抜
写
真
展

　

９
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
今
回

１６

２６

は
「
は
じ
ま
り
は 
い
つ
も 
感
動
。」

を
テ
ー
マ
に
、
作
家　

人
の
熱
い
思

３３

い
が
込
め
ら
れ
た
作
品　

点
を
展
示

５１

し
ま
し
た
。

　

人
、
動
植
物
、
そ
し
て
自
然
と
の

出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
に
来
場
さ
れ
た

方
々
も
感
動
さ
れ
た
展
覧
会
で
し
た
。

 　

特
別
展 

　
木
曽
川
を
め
ぐ
る
人　

　
と
文
化
〜
川
と
と
も
に
生
き
る
〜

　

一
宮
市
は
長
野
県
に
源
を
発
す
る

木
曽
川
に
面
し
、
川
を
利
用
し
た
人

々
の
暮
ら
し
や
文
化
は
古
く
か
ら
地

域
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
営
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

　
　

月
９
日
か
ら　

月　

日
ま
で
、

１０

１１

２１

木
曽
川
が
作
り
だ
し
た
自
然
環
境
、

人
々
が
木
曽
川
を
ど
の
よ
う
に
し
て

利
用
し
、
暮
ら
し
て
き
た
か
を
展
示

し
ま
し
た
。 

　

２
０
１
０

　

一
宮
現
代
作
家
美
術
秀
選
展

　
　

月
４
日
か
ら　

日
ま
で
、
第　

１２

１９

６８

回
一
宮
市
美
術
展
で
の
各
部
門
の
依

頼
出
品
者
の
選
り
す
ぐ
り
作
品
や
市

長
賞
受
賞
者
の
作
品
な
ど
作
家
の
熱

意
あ
ふ
れ
る　

点
を
展
示
し
ま
し
た
。

８４

こ
の
時
期
、
博
物
館
周
辺
は
初
冬
の

き
り
り
と
し
た
澄
ん
だ
空
気
の
中
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
ご
鑑
賞

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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［編集・発行］一宮市芸術文化協会

円
空
展
ほ
か
多
彩
な
展
覧
会
を
開
催 

　
一
宮
市
博
物
館
で
は
、
本
年
度
も
、
広
く
市
民
の
皆
様
に
歴
史
や
美

術
に
関
す
る
研
究
成
果
を
ご
観
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
多
彩
な
展
覧
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
展
覧
会
の
中
に
は
、
地
元
の
作
家
の
方
々
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

ê
一
宮
現
代
作
家
美
術
秀
選
展

　
　
　
　
　
　
　
　

ê
円
空
展


